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ユニヴァーサルな働き方を追及 
活動報告：労働環境 PJ スマートハウス「観環居」視察及びテレワーク実

施者とのワークショップ開催 

 
様々な特性を活かしすべての人が気持ちよく

働けるユニヴァーサルなワークスタイルの実

現と、テレワーク(在宅勤務)の研究を行なって

いる労働環境 PJ は、5 月 15 日(火)に「スマー

ト・ネットワークプロジェクト」の実証実験住

宅「観環居（かんかんきょ）」（横浜市西区）の

視察と、テレワーク実施者とのワークショップ

を開催しました。 

この視察及びワークショップには、多様な視点

を取り入れるため、他の研究部会のメンバーや

テレワークを実施している企業の方など 10 社

16 名が参加し、活発な意見交換やアイデア出しを行いました。 

その様子を同 PJ の田中培仁主査(富士通デザイン㈱)に報告していただきます。 

 

これからの労働環境に求められる働き方 
 

東日本大震災で浮き彫りとなった「節電対策」、「帰宅難民」、「通勤困難」、「仮設住宅」、

「就職困難」などの多様な問題に加え、「介護」、「育児」、「高齢化社会」などダイバシテ

ィに関する課題を背景にして、労働環境 PJ は、誰もがいつでもどこでも働けるユニヴァ

ーサルな働き方である「テレワーク」を、昨年度より新しい研究テーマとして活動を進

めてきました。 

そこで、テレワークの先進事例や経験者の知見、現場の課題などをできるだけ多く集め、

利用者中心の UD 視点で取りまとめていくフィールドワークの一環として、テレワーク

の先進事例であるスマートハウス「観環居」視察及びテレワーク実施者とのワークショ

ップ」を開催しました。 
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新しい暮らしのかたちを提案 
 

横浜みなとみらい 21 地区にある「観環居」

（左写真）は、低炭素社会と人間性あふれ

る豊かな暮らしを目指して、通信規格の統

一・標準化を見据えた総務省事業「スマー

ト・ネットワークプロジェクト」の実証実

験住宅として、積水ハウス㈱が新しい暮ら

しのかたちを提案している住まいです。 

スマートグリッド（次世代電力網）、電気自

動車社会を見据え、標準化された通信規格

で住環境・オフィス・交通をつなぐことで、

人々の生活を豊かにし、笑顔を繋いでいく

ことを目的にしています。 

 
※積水ハウス「観環居」の詳細は以下のリンクをご参照ください↓ 

 

http://www.sekisuihouse.co.jp/snpj-kankankyo/ 
 
視察では、観察者の印象変化を 4 つの分類で記録するため、シート「MOTIF」（㈱富士

通研究所が開発）を用いました。 
 

 

http://www.sekisuihouse.co.jp/snpj-kankankyo/�
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「観環居」に見られる UD 施策 
 

「観環居」は、先進的なスマートハウスというより、ICT（情報通信技術）のデジタル

感が表面に感じられない、自然を感じる人間らしい暮らしを追求した快適な空間でした。 

キッチン、リビンング、テレワークスペース、玄関、寝室などに組込まれたダッシュボ

ードにより、あらゆる「場」と連携することで、住環境・オフィス・交通がネットワー

クによってリンクした情報を、いつでもどこでも誰にでも提供できるユニヴァーサルな

仕組みが組み込まれています。 

 

更に、スマートデバイスとリンクすることで、「場」を選ばずその情報を活用し、コント

ロールをすることができます。寝たきりの高齢者にも優しい寝室の端末（下写真①）、リ

ビングに設置された家族みんなで楽しめる視認性、操作性に配慮した大型ダッシュボー

ド(②)、育児ママに便利なキッチンカウンターと壁面での情報表示、食材や子供とのコ

ミュニケーションに配慮しディスプレイ(③)、手をかざすだけで給水の ON/OFF が可能

な水栓器具(④)、子供の身長を配慮し低めに設置された玄関の画面(⑤)、生活スペース

と中庭を挟んだ場所に設置することで、セキュリティやメンタルに配慮しているテレワ

ークスペース(⑥)など、「ICT」と「場」がリンクすることで多様性に配慮している UD
施策が数多くみられました。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 寝室 ② リビング 

 

③ キッチンカウンター ④ 水栓器具 
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      ⑤ 玄関 
 

テレワーク実施者とのワークショップ 
 

視察後、「観環居」にプランニングされたテレワ

ークスペースを眺めながら、自宅でのワークス

タイルシーンをイメージしたワールドカフェ形

式でのワークショップを実施しました。 

ワークショップには、ワークスタイル・イノベ

ーション推進の一環としてテレワークを実施し

ている㈱NTT データ様や、障害者のテレワーク

を推進している㈱NTT データだいち様にご参

加いただきました。 

 

 

第一セッションでは「私がテレワークをしてみ

て困ったこと、困りそうなこと」をテーマに、

グループディスカッションを 3 テーク実施しま

した。 

第二セッションでは様々な課題を抽出した上で、

「誰にとっても働きやすいテレワークとは？私

ならこう解決します」をテーマに、その解決策

をディスカッションしました。 

終了の合図が聞こえないほど白熱したワークシ

ョップにより、短時間ながら多様なメンバーか

ら多くの課題が見えてきました。 
 

※テレワークへの取組みの詳細は以下のリンクをご参照ください↓ 

 

NTT データ㈱ 2011 年 3 月 31 日時点の実施者は約 430 名。 

http://www.nttdata.co.jp/release/2008/022500.html 
 

NTT データだいち㈱ 

http://www.nttdata-daichi.co.jp/news/20120326.html 
 

⑤ 玄関 

⑥ テレワークスペース 

http://www.nttdata.co.jp/release/2008/022500.html�
http://www.nttdata-daichi.co.jp/news/20120326.html�
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ワークショップから見えたテレワークの課題 
 

「テレワーク×UD」に関連する気

づきをカテゴライズ化して分析し

ていくと、大きく「コミュニケー

ション」、「ICT 環境」、「在宅環境」、

「モチベーション」の 4 つに分類

できることが見えてきました。 

A. コミュニケーション： 

「ちょっとした」会話や、支え合

いが実は重要。急な呼び出しに対

応できない、寂しく人間関係が疎

遠になる、相手の気持ちが伝わら

ない。 

B.  ICT 環境： 

家の環境・設備ではできないこと

が多い(専門ソフト、ハイスペック

PC)。トラブルの対応ができない、

セキュリティを確保できない。 

C. 在宅環境：  

自宅には仕事に集中する環境が作

れない(音・照明・子供・専用スペ

ース)。必要な情報が電子でしか参

照できない。 

D. モチベーション： 

ON/OFF の切替えが難しく非効率

になる、気が散りながら仕事にな

ってしまう。逆に気分転換ができ

ない、通勤がなくなると季節感が

感じられない。 

 

「テレワーク×UD」の発信 
 

労働環境 PJ はこれからも継続してフィールド

ワークを実施し、実際にテレワークを行なって

いる障害者の方からの情報収集や、先進的なテ

レワーク環境の視察と深掘りを行います。 

そして、今後の「テレワーク×UD」の望まし

い環境の提言や発信に向け、活動を継続してい

きたいと考えています。(了) 

 

 

 

----------------------------------------------------------------------------- 
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IAUD 2012 年 7 月の予定 
 
5 日（木）  14 時半～メディアの UDPJ 定例会（IAUD サロン） 

6 日（金）  14 時半～ワークショップ委員会会合（IAUD サロン） 

10 日（火）11 時～  評議員会会合（セルリアンタワー東急ホテル） 

11 日（水）14 時半～衣の UDPJ 定例会（IAUD サロン） 

12 日（木）12 時～  住空間 PJ 定例会（IAUD サロン） 

13 日（金）13 時～  標準化研究 WG 定例会（IAUD サロン） 

18 日（水）15 時～  実行委員会会合（IAUD サロン） 

19 日（木）10 時～  食の UDPJ 定例会（IAUD サロン） 

15 時～  研究部会定例会（IAUD サロン） 

20 日（金）13 時半～余暇の UDPJ 定例会（IAUD サロン） 

13 時半～移動空間 PJ 定例会（DIC㈱、東京・日本橋） 

23 日（月）15 時～  協同事業委員会会合（IAUD サロン） 

24 日（火）15 時～  運営企画会議会合（IAUD サロン） 

25 日（水）14 時半～衣の UDPJ 定例会（IAUD サロン） 

 

メンバー募集中の研究部会・委員会はこちら↓ 

http://www.iaud.net/news-f/archives/1204/17-134308.php 
 
----------------------------------------------------------------------------- 

次号は 7 月下旬発行予定 

特集： メディアの UDPJ「色の UDFC」開催報告（予定） 
 

無断転載禁止 

 

 
IAUD 情報交流センター（IAUD サロン）： 

〒104-0032 東京都中央区八丁堀 2-25-9 トヨタ八丁堀ビル 4 階 

電話：03-5541-5846  FAX：03-5541-5847 e-mail：salon@iaud.net 
 

http://www.iaud.net/news-f/archives/1204/17-134308.php�

